
ア

株式会社 島津テクノリサーチ

トラフルオロエチレン

(別名 :PFC-141)

TetrELttuOroethylene

F

CAS番号 H6-14-3

【対象物買の構造】

【毒性、用途】

毒性    :

許容濃度

用途

ラット (経気道吸入、4時間 LC50) 40000 ppm
マウス  (経気道吸入、4時間 LC50) 143g/mS
モルモント (経気道吸入、4時間 LC50) 116帥諄 .

ACGIH IWA2ppm 8.3m9/mつ

合成樹脂、合成中間体

【物理化学的性状】

分子量 沸点 (℃ ) 蒸気圧 (kPa) 水溶解度 (myり LogPow

10002 -78.4--76.3 qc 3266(25R3) 159(25kЭ ) 121 (計算値)*1

*1:化学物質安全情報提供システム (KIS NET、 神奈川県)な どの化学物質データベース
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(第 1法 )

§1分析法

(1)分析法の概要

テ トラフルオロエチレンは沸点が低く、常温吸着法での採取では、破過が起こり

やすいため、大気試料の採取はキャニスターで行う。

テ トラフルオロエチレン用に濃縮条件を最適化した装置に、キャニスター中の

500 mL相当の試料を導入し、キャニスター採取‐低温濃縮―GC/MSで分析する。
この分析法として、低温濃縮温度を-190℃ とした第 1法 と、一次 トラップの破過

容量を大きくして、低温濃縮温度を-30℃ とした参考法 (第 2法)を以下に示す。

(2)試薬・器具

【試薬】

純水

窒素ガス

テ トラフルオロエチレン標準ガス

Tenax TA(60/80mesh)

住友精化製

カイン ドガス社製 (純度 99.998%)

住友精化製 (10 ppm)

ジーエルサイエンス社製

【器具】

キャニスター       : ジーエルサイエンス社製

キャニスター洗浄装置   : ジーエルサイエンス社製キャニスターオー トクリ
ーニングシステム

マスフローコントローラー : 流量可変型パッシブキャニスターサンプラー

【試薬の安定性・毒性】

比較的皮膚刺激は少ない方であるが、暴露されないよう取り扱いに注意する。

(3)分析法

【試料の採取及び保存】

真空にした 6Lキャニスターにマスフローコントローラーを接続し、3.3 mL/�n
の流量で 24時間大気を採取し、搬送する。

試験室に到着したキャニスターを温度が均一になるまで数時間放置してから、高

精度の圧力計で絶対圧を測定した後、すみやかに純水 100出 を入れ (注 1)、 高精度
の圧力計を用いて計決Jし、窒素ガスで絶対圧 130 kPa程度に加圧する。

絶対圧での希釈倍率を正確に計リキャニスターを分析準備が整うまで保管する。

【試料の前処理及び試料ガスの調製】

加圧した試料を低温濃縮装置に接続し、低温濃縮功日熱脱着ぃクライオフォーカス

の手順で前処理を行つて、GC/MSに導入する。
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【空試験ガスの調製】

真空にした 6Lキャニスターに純水を 100ぃ 添力日後、高精度の圧力計を用いて計

測 し、窒素ガスで絶対圧 200 kPa程度に加圧 したものを空試験ガスとする。

【標準ガスの調製】

容積を正確に計った 6Lキャニスターを真空にして、純水を 100出 添加 した後、
ガスタイ トシリンジを用いて、テ トラフルオロエチレン標準ガス(10 ppm)を 1.2 nIL

注入 し、高精度の圧力計を用いて計決Jし、窒素ガス (純度 99998%)で絶対圧 200 kPa

に加圧希釈して 1 0 ppb(注 2)の標準ガスを調製する。

【測定】

[低温濃縮及び脱着操作概要]

一次 トラップ管 (テナックス TA)を -190℃ に冷去「した後、サーマルマスフローコ

ン トローラーなどを用いて、試料ガスを トラップ管に正確に濃縮する。

この トランプ管に ドライガスを流 しドライパージを行つた後、200℃ に加熱 して吸

着 された試料ガスを追い出し、-190℃に冷去,したクライオフォーカスチューブ (内

径 053 mmキ ャピラリーカラム素管)に再濃縮する。
このクライオフォーカスチューブをすばやく 200℃まで加熱 し、クライオフォー

カスされた試料ガスを GgMsに 導入する。

[測定条件 ]

GC/MS条件

使用機種    島津製作所製 GCMS―QP5000
使用カラム   クロムパンク社 CP―PoraBOND Q(25m× 032 mm× 5四)
カラム温度   35℃ (5min)→ 30℃/min →320℃
注入方法    テクマー社製 AUTO―CAN
注入口温度   95℃
キャリアガス  ヘ リウム(20 kPo
インターフェース温度  230℃
イオン化電圧  70 eV

検出モー ド   SIM
モニターイオン 定量用イオン : 100

参照イオン  : 81
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低温濃縮装置設定条件

使用機種

ライン温度

バルブ温度

MCSライン温度
トランプスタンバイ温度

クライオスタンバイ温度

TヽCスタンバイ流量
トラップクール温度

TヽCト ランスファー流量
ドライパージ時間

ドライパージ温度

ドライパージ流量

ディゾーブプレヒー ト温度

トラップディノーブ時間

トランプデイノーブ温度

クライオクール温度

クライオインジェク ト時間

クライオインジェク ト温度

トランプベイク時間

トランプベイク温度

MCSベイク温度

テ クマ ー社 製 瓜 刀 O―CAN

150℃

150℃

40qc

50℃

130℃

20 rttL/n�n

-1 90qC

40 rttL/min

10 min

-65℃

20 1ttL/1■in

-65kЭ

6 min

200℃

ぃ190℃

5 min

200qc

10■lin

200℃

280℃

[検量線 ]

【標準ガスの調製】に従つて作成した 1 0 ppb標準ガスの濃縮量を可変して 【測定】

に準じて分析 し、得られたテ トラフルオロエチレンのピーク面積 と絶対量から検量

線を作成する(注 3)。

[定量 ]

正確に絶対圧を計測 して求めた希釈倍率を用いて、希釈前の試料として 500 mL

に相当するガス量を計算する。

この計算で得 られたガス量を 【測定】に準じて濃縮 し分析する。

分析 して得 られたピーク面積から、上記で作成 した検量線を用いて定量する。
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[濃度の算出]

大気試料のテ トラフルオロエチレンの濃度(μゴm3)は次式から算出する。

試料濃縮量がサーマルマスフローコントローラー等で制御されている場合には、      |
自動補正されるため、次式のうち、気圧と温度の補正は不要である。            |

n× 体s― AtJ
c(μyh3)  =

v × 293/(273+9 × P/101.3

20℃ における大気中の各狽J定物質の濃度(Hg/m3)

希釈倍率

濃縮 した試料中の各測定対象物質の重量(pg)

各狽J定対象物質のトラベルブランク値og)

操作ブランクと同等とみなせる場合は操作ブランク値を用いる。

分析に供した試料量(mLj

試料分析時における温度(℃ )

試料分析時における大気圧tkPつ

[装置検出下限値(IDL)]

本分析に用いた低温濃縮装置付き GC/MSの DLを 以下に示す(注 4)。

Ｃ

ｎ

Ａｓ

Ａｔ

　

ｖ

ｔ

Ｐ

物質
IDL   試料量  TDL試 料換算値

(pg)  (mL)   (肥 /m・ )

テ トラフアレオロエチレン     22    500     0044

[測定方法の検出下限値(NEDL)、定量下限値(MQL)]

環境大気に標準品を添力日して求めた本狽J定方法におけるMDL及び MQLを以下に
示す(注 5)。

物質
       融単昂  

検

温昴温

値  定量下
呼
値

テ トラフアレオロエチレン       500    0079     0.20
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注解

(注 1)純水の添加

キャニスター内面に測定物質が吸着することを防ぐためには、キャニスター内の

加湿が必要となるため、採取したキャニスターに純水を添力日する。

加湿ゼロガスで力日圧する場合は、純水添力日の必要はない。

(注 2)lppb標準ガス

lppb標準ガス濃度は、キャニスターの正確な容量、標準原ガスの正確な濃度、

200kPaと したときの正確な希釈倍率で補正した正確な値を狽J定に用いる。

(注 3)検量線の作成

標準ガスの濃縮量を可変して検量線を作成することが難 しい装置の場合は、段階

的に希釈 した標準ガスを作成 し、その一定量を濃縮して検量線を作成 してもよい。

(注 4)装置検出下限値(IDL)

装置検出下限値(IDL)は、
「イ堕学物質環境実態調査実施の手引き」平成 17年 3月 環

境省総合環境政策局環境保健部環境安全課に準じ、表 1の とおり算出した。

表 1_装置検出下限(IDL)の 算出

対象物質名 テ トラフルオロエチレン

試料量(mL)

注入量(pg)

０

　

８

０

　

０

５

　

２

結果 1

結果 2

結果 3

結果 4

結果 5

結果 6

結果 7

202

213

213

201

204

199

207

平均値

標準偏差

DL(p9
1DL(試料換算値(μg/m3)}

S/N*

CV(°/o)

206

5.66

22

0044

69

28

※IDL=t(n-1,005)× σ×2

*: 装置ブランクが発生するため、これをノイズとして計算した。
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(注 5)測定方法の検出下限値徴DL)及び定量下限(MQL)の算出
狽J定方法の検出下限値(WIDL)は 、「化学物質環境実態調査実施の手引き」平成 17

年 3月 環境省総合環境政策局環境保健都環境安全課に準じて、表 2の とお り算出し

た。

表 2.装置検出下限(NIDL)及 び定量下限(MQL)の算出

対象物質名 テ トラフルオロエチレン

試料量(mL)
注入量og)

試料換算濃度(肥 /m3)

500

203

0_406

操作ブランク平均(肥 /na3)

無添加平均(μg/m3)

０

　

０

結果 1(肥 /m3)

結果 2(昭 /m3)

結果 3(肥 /m3)

結果 4(雌 /m3)

結果 5(肥 /m3)

結果 6(肥 /1n3)

結果 7(肥 /m3)

0_44

043

042

040

039

042

040

平均値

標準偏差

WIDL(μg/m3)

lヽQL(μ g/m3)

S/N*

CV(%)

※WIDL=t(n-1,0.05)× σn-1× 2

※ �IQL=σ n-1× 10

*: 装置ブランクをノイズとして
① 操作ブランク平均 :

試料マ トリンクスのみがない状態で他は同様の操作を行い、測定 した値の

平均値

② 無添加平均 :

�DL算出用試料に標準品を添加していない状態で含まれる濃度の平均値

0.41

0.020

0.079

0.20

68

4_9
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【分析法】

[分析フローチャート]

試料採取容器の準備 (洗浄・ブランク沢J定 )

§2解説

遠崖
0早‐08614_53成

峯写峯

[分析法の検討 ]

・検量線

ID#1  質 量 数
面 積 = 136_381 *
Ar eal。 5

6_0

面積

3.0

1
2
3
4
5

３

７

０

２

２

９

９

０

０

１

１

３

０

８

７

４

３

１

０

４

３

６

２

９

７

１

２

５

2_5

絶対量 (1)g)

ID
タイフ
°

2

図 3.

→
囲

→ 脇 。導入
□

図 1.分析フローチャー ト

テ トラ フ ,レオ ロ エ テ レ .ン
= 0.999094

謡箋】篭(pg )  面 積
208_000
416_000
833.000
2083.000
4167.000

5_0
lo3

図 2.検量線 (標準品絶対量 208～4167 pg)

・検量線のクロマ トグラム

テ トラフルオロエチレン絶対量 0 208ngの クロマ トグラム

(大気 500 mLの濃縮により、大気中濃度 として 0.416肥 /m3と なる)

1  質量数 :100.00
Target
テ トラフルオロエテレン

3.538
34198

成分名

保持時間
面積

質量数
1   81.00

100.00
81,00

テ トラフルオロエチレン SINI クロマ トグラム

面積    強度比
54314    159

I-123
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。マススペク トル

20          40          60          80         100

図 4_テ トラフルオロエチレン マススペク トル

・破過容量の確認

低温濃縮装置の一次 トランプ管に用いたテナンクス TAは、テ トラフルオロエチ
レンに対する破過容量が小さいので、ガスクロマ トグラフを利用して、破過容量と

絶姑温度の逆数の直線関係から破過容量予沢Jを行 うことができなかつた。

このため、次の試験で破過容量の確認を行った。

装置の最低冷却温度(-190℃)でテナックス TAを冷去Πし、濃縮量を変えて検量線を

作成し、1000 mLま で良好な直線性を示 したことから、1000 mLま で破過が起こっ

ていないことを確かめた。

また、テナックス TAの低温濃縮温度を-30℃ ,-loo℃ 9_19o℃に変えて、l ppbのテ

トラフルオロエチレン 1000 mL濃縮 し、ピーク面積の変化から低温濃縮温度での破

過を確認 した。

この結果、-190℃ の時のピーク面積を 100%と すると、各温度のピーク面積は表 3

に示す結果となつた。

表 3_破過容量の確認
-30ヨC _lookD -190qC

テ トラフルオロエチレン回収率(%) 0 847 100

このように、1000 mLの濃縮で、-30℃では全てが破過 し、-400℃では 2割程度の

破過が起こった。

このことから、一次 トラップ (テナックス TA)の低温濃縮温度は、-190℃ とした。
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・添力日回収試験

本法により大気試料をキャニスターに採取し、テ トラフルオロエチレンが検出さ

れなかった大気試料に、試料中ガス濃度として 135肥 /m3と なるように標準ガスを
添加 し、添力日回収試験を行つた。

この結果 7試料の平均回収率は 970%と なり、良好な添加回収率が得られた。

表 4.添加回収試験結果

試料名
試料量

(mL)

添加量  狽J定回数
(ng)

回収率  変動係数
(%)   (°/o)

検出濃度

(肥 /m3)

大気
無添加

0675

ND

131 97,0

０

　

０

０

　

０

５

　

５

2

7 3.8

・添力日回収試験のクロマ トグラム

テ トラフルオロエチレン絶対量 0.686 ngの クロマ トグラム

(大気 500 mLの濃縮により、大気中濃度 として 1.36肥 /m3と なる)

ID
タイフ
°

成分名

保持時間
面積

1  質量数 :100.00
Target
テ トラフジレオロェテレン

3,497
100208

質量数
1   81.00

面積    強度比
161669 161

100,00
81,00

図5 テ トラフルオロエチレン SIMク ロマ トグラム (o.686 ng)

・試料の保存J性

本法により、大気試料をキャニスターに採取してテ トラフルオロエチレンが検出

されなかった大気試料に、標準ガスを添加 し試料の保存性を調べた結果、キャニス

ター内で 7日 間安定であった。

(初期値 :172肥 /m3)
表 5_保存性試験結果 (単位 :%)
経過日数 残留率

2日 後 1009

3日 後 97.0

6日 後 99.6

7日 後 1016
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100

[環境大気の狽]定例 ]

本法で京者[市内の大気を決J定した結果、テ トラフルオロエチレン濃度は装置ブラ

ンク程度で WLDL以下となり、環境大気からは検出されなかつた。

‐Ｄ軍
麟
　肘離

名

時間

1  質量数 :100.00
Target
テトラフルオロエテレン

3.537
5017

面積    強度比
9502    189

100.00
81t00

2             3             4

図 6.大気試料のテ トラフルオロエチレン SIMク ロマ トグラム

【評価】

本法により、大気中テ トラフルオロエチレンは、0.2 μg/♂ レベルで定量が可能で

ある。

【参考文献】

「有害大気汚染物質淑J定の実際」 (初版)平成 9年 6月 25日
編集  :有害大気汚染物質狽J定の実際編集委員会
発行  :幸 田 正孝
発行所 :(財)日 本環境街生センター

【担当者氏名・連絡先】 担当 株式会社島津テクノリサーチ
住所 〒604-8436 京都市中京区西ノ京下合町 1番地
TEL:075-811-3182   FAX:075-811-3278

担当者  ス谷和也 k」isttanioO@shimadzu‐ techno.cojp
小菅浩樹 h」osugaoo@Shimadzu―technO cojp

質量数
1 81.00
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Tetl・ anuo】・。ethylene

ObJect� e:An ttr sampling,and analyical mehodolo〔 ヴ procedure was developed for he

deter� nation of Tetraauoroethylene in en� ronment』 五「 sample using Canisters and

∝ /MS(SIM)With Cryogenic trapping system.

An air sample was collected in canister at a aow rate of 3 3 mL/min for 24 hours(The

tot』 volume was about4 8 L).The Canister was attached to he andyticЛ  system_

Tetraauoroethylene was concentrated in the cryogenlc trap

The trap、vas heated and Tetraauoroethylene、 vas transported by hehuni carrler gas to the

GC/MS(SIM)

The quantiication hmitin his study was O.2 μg/m3_

The average recovery of Tetraauoroethylene was 97° /O in the air sample, which was

coHected in canister. The relative standard deviation was 3 80/O

Canisters

∬rash
EnvirOnn■ ental Air

Salllpling for 24 hs

GCAIS― SI�I

Figure l Showing now chart TetraauoЮ ehylene in enviЮnmental aiF Sample
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分析フローチヤー ト 備考

テ トラフアレオ

ロエチレン 試料採取容器の準備 |→ 試料採取 装置 :

低温濃縮…

GC/MS―SIM

カラム :

CP―PoraBtt Q

(25m× 032■血 ×

5μ 五)

検出下限値 :

0.079 μg/m3
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参考法

(第 2法 )

低温濃縮装置の一次 トラップ管に、テナックス TAを用いて、テ トラフルオロエ
チレンを濃縮するには、-190℃ に冷却することが必要であるが、この温度までの冷

去,が不可能な装置、または冷却温度の問題で、良好な分析が行えない装置について

は、一次 トラップ管、クライオフォーカス部分に、破過容量の大きな吸着剤を用い     。
て、冷却温度を上げた次の方法でも淑J定が可能である。

この方法を参考法(第 2法 )と して以下に示す。

§1分析法

(1)分析法の概要

テ トラフルオロエチレンは沸点が低く、常温吸着法での採取では、破過が起こり

やすいため、大気試料の採取はキャニスタ=で行 う。
これにより採取した試料を、テ トラフルオロエチレンに対する破過容量が大きい

カーボキセン 1000を一次 トランプとした低温濃縮装置に導入し、容器採取一低温濃

縮―(だ/MSで分析する。

(2)試薬
D器具

【試薬】

第 1法と同じ

一次 トラップ吸着剤       : スペルコ製カーボキセン 1000

【器具】

第 1法と同じ

【試薬の安定性・毒性】

第 1法と同じ

(3)分析法

【試料の採取及び保存】

第 1法と同じ

【試料の前処理】

第 1法と同じ

【空試験ガスの調製】

第 1法 と同じ
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【標準ガスの調製】

第 1法 と同じ

【測定】

[低温濃縮及び脱着操作概要]

一次 トランプ管(カーボキセン 1000)(注 1)を -30℃ に冷却 した後、サーマルマスフ

ローコン トローラーなどを用いて試料ガスを トランプ管に正確に濃縮する。

この トラップ管に ドライガスを流 しドライパージを行った後、275℃ に加熱して吸

着 された試料ガスを追い出し、-190℃に冷却 したクライオフォーカスチューブ (内

径 0.32 mmク ロムパック社製 CP―PoraBoND Q(注 2))に再濃縮する。

このクライオフォーカスチュープをすばや く 200℃ まで力日熱 し、クライオフォー

カスされた試料ガスを GC/MSに 導入する。

[涙J定条件 ]

GC/MS条件

使用機種    島津製作所製 ∝ MS…QP5000
使用カラム   クロムノヾ ック社 CP―PoraBO■lD Q(25m× 0.32 mm× 5 waa)
カラム温度   35℃ (5 min)→30℃/1nin →320℃
注入方法    テクマー社製 瓜ズ O―CAN
注入口温度   95℃
キャリアガス  ヘ リウム(20 kPけ
インターフェイス温度  230℃
イオン化電圧  70 eV

検出モー ド   SIM
モニターイオン 定量用イオン : 100

参照イオン  : 81
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テクマー社製 AUTO‐CAN
150℃

150RC

40虫D
150℃

130℃

20 mL/min

-30℃

40 mL/min

l min

-30℃

20 1ttL/1nin

-30R3

6 min

275k3                ‐

-190R3

5 mln

200qc

10 mlin

280℃

280kD

[装置検出下限値(IDL)]

本分析に用いた低温農縮装置付き GCMSの IDLを以下に示す(注 4)。
IDL  試料量  IDL試 料換算値
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[測定方法の検出下限値cMDL)、 定量下限値 (MQL)]   十
合成空気に標準品を添加して求めた本狽J定方法におけるMDL及びMQLを以下に      |
示す(注 5)。

躯  蒲 検制値二昆昴渇fi
テ トラフアレオロエチレン       500    0.038    0.097
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(注 4)装置検出下限値(DL)
装置検出下限値(DL)は、「化学物質環境実態調査実施の手引き」平成 17年 3月 環

境省総合環境政策局環境保健部環境安全課に準じて、次頁のとおり算出した。

装置由来のテ トラフルオロエチレンが検出されたため、操作ブランクからも標準

偏差を求め、その値の大きい方を装置の標準偏差とし、これをもとに装置検出下限

値 (DL)を算出し、0.038 pg/m3と なつた。

表 1 標準ガス繰 り返し分析による装置検出下限gDL)の算出
テ トラフルオロエチレン

結果 l

結果 2

結果 3

結果 4

結果 5

結果 6

結果 7

237

235

232

226

235

225

227

平均値

標準偏差

IDL

IDL(試料換算値 (μゴm3)}

S/N*

CV(°/o)

231

4.85

18.8

0.038

5

2.1

※IDL t(n… 1,0,05)× σ×2

*: 装置ブランクが発生するため、これをノイズ≧して計算した。

Ⅱ-134



表 2.操作ブランクの繰 り返し分析による装置検出下限(IDL)の算出

姑象物質名 テ トラファレオロエチレン

500

0

結果 1

結果 2

結果 3

結果 4

結果 5

結果 6

結果 7

10.2

16.5

8.4

5.1

11.0

85

12.5

平均値

標準偏差

IDL

DL(試 料換算値(燿で )}
CV(%)

10.3'

3.61

14.0

0.028

35

※IDL=t(n-1,0.05)× σ×2
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(注 5)狽J定方法の検出下限値(WEDL)及び定量下限徴QL)の算出
「化学物質環境実態調査実施の手引き」平成 17年 3月 ra~境省総合環境政策局環境

保健都環境安全課に準じて、表 3の とおり算出した。

表3 装置検出下限(MDL)及び定量下限(MQL)の算出

姑象物質名 テ トラフルオロエチレン

試料濃縮量(mLJ

注入量(pg)

試料換算濃度(μ帥ド)

500

203

0406

操作ブランク平均(pg/m3)

無添加平均(賜/m3)

０

　

０

結果 1(pg/m3)

結果 2(pg/m3)

結果 3(肥/m3)

結果 4(国m3)

結果 5(肥/m3)

結果 6(贈m3)

結果 7(μg/m3)

0474

0.470

0464

0_452

0.470

0,450

0454

平均値

標準偏差

WEDL(μg/m3)

WIQL(μg/m3)

S/N*

C(°/o)

※WEDL=t仰-1,005)× σn-1× 2

※ IヽQL=σ n-1× 10

*: 装置ブランクが発生するため、これをノイズとして計算した。
③ 操作ブランク平均 :

試料マ トリックスのみがない状態で他は同様の操作を行い、測定した値の

平均値

④ 無添加平均 :

NIDL算出用試料に標準品を添加していない状態で含まれる濃度の平均値

0.464

00097

0.038

0_097

5

21
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§2解説

【分析法】

[分析フローチャー ト]

第 1法と同じ

[分析法の検討 ]

・検量線

ID # 1     纂気彊言萎文 こ 100_00
F釘冷蓋 = 111.675 * 胡許F三 十  6172_38
Areal。

5

5.0

面積

2_5

0      2.5

絶対量 (pg)

図 1

・検量線のクロマ トグラム

5.0
103

検量線 (標準品絶対量 208～4167 pg)

1  質量数 1100,00
Target
テ トラフルオロエテレン

2.745
473696
0.000pg

面積    強度比
762482    161

ラム (4 17 ng注入時 )

ンレチエロオレ
８

，

３
フ
９７
ラ
９９
卜
０
・

テ

〓
Ｅ
率
名
与
分
奇
成

1

2
3
4
5

濃 必篭(pg   )
208_000
416_000
833_000
2083_000
4167.000

面 積
31880
54307
96864
234795
473695

Ю舛鵡　帥離麒　鋤‐８‐，００
100.00
81.00

2          3          4

図 2  テ トラフルオ ロエチ レン SIMク ロマ トグ
。マススペク トル

40                  60                  30

図 3テ トラフルオロエチ レン マススペク トル
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・破過容量波J定結果

低温濃縮装置の一次 トランプ管に、カーボキセン 1000(120 mg)を 充填したものを、

そのままガスクロマ トグラフの分離管とし、破過容量の対数 と絶対温度の逆数との

直線関係を利用 して、外挿により破過容量を求めた結果を下記に示す。

このように吸着力の強いカーボキセン 1000を用いても、テ トラフルオロエチレン

の沸点が低いため、20℃の常温採取では lL程度の採取によつて、破過が起こる。

表 4破過容量狽J定結果
20ヨC 0鳥C -30℃

テ トラフルオロエチレン破過蓉量(L) 0.82 2_9 29

・添力日回収試験

本法により大気試料をキャニスターに採取してテ トラフルオロエチレンが検出さ

れなかった大気 3試料に、標準ガスを希釈後ガス中で 417 μg/mSと なるように添加
し、添力日回収試験を行った。

この結果、3試料の平均回収率は、92.4%と なり、良好な添加回収率が得 られた。

表 5_添加回収試験結果

試料名 記4昂 冷処暴測嗣数乾庸 耽戸変融原数
大気   500   

無添力日   2    ND    ―    ―
500       2.08        3         3.85       92.4       51
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